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状況』 (1935年) ､ 『オブジェの危機』 (1936年)というふたつのテクストである｡
















































































































































































までもその学問に背いてしまうと思っているようだ｡ (中略) 0 ｢人間学｣のあれこれの専門家たちが｢現地
に｣滞在したことを､たとえその滞在がほとんど危険でなくこのうえもなく短いものであったとしても､どれほ
ど反っくりかえって自慢するかはひとも知るところだ｡だが彼らの口から｢現地で｣ [sur le terrain]と発話さ
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